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PURPOSE / MISSION
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企業概要
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名称 株式会社商工組合中央金庫

〈英語表記：The Shoko Chukin Bank, Ltd.〉

代表者 代表取締役社長 関根正裕

所在地 東京都中央区八重洲2丁目10番17号

会社成立 1936年10月8日

資本金 2,186億円（内政府保有株式1,016億円）

貸出金 9兆5,973億円

店舗数 106（国内 102 /海外 4）

職員数 3,457人

政府出資
民間出資

（中小企業組合等）

合計 2,186億円

1,016億円

（46.5％）

1,170億円

（53.5％）
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海外拠点
支 店 ：ニューヨーク
駐在員事務所：上海、香港、バンコク、ベトナム
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（2023年9月30日現在）



商工中金の３つの特性
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全国展開

株主構成

事業性評価

マーケットに左右されない経営体制

➢ 非上場、株主資格制限

➢ セーフティネット機能の発揮

環境変化に強い融資ポートフォリオ

➢ 全都道府県に拠点あり、約75,000社の中小企業ネットワーク

➢ 地域、業種、融資規模の分散

➢ 地域金融機関との連携協業体制

お客様の経営課題の解決を通じた企業価値向上への貢献

➢ 担保・保証に依存しない融資審査

➢ 財務構造改革、経営改善支援、成長投資に対するサポート

➢ 全国・海外ネットワークを活かしたソリューション提供



差別化分野
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お客様のライフステージに応じた3つの分野（カテゴリーS・E・T）を差別化分野と位置付け、サービスを強化しています。

スタートアップ支援は、カテゴリー「S」として本支店一体で各種ソリューション提供を実施しています。



スタートアップのサポート体制（沿革）
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2018

2022

2024

Phase１ 2018-2022

フロンティア分野としてのSUデットファイナンスの開拓

✓ 爆発的成長のための先行投資を要する企業へのデット供給にチャレンジ

✓ J-Startup企業を中心とした先進的技術・ビジネスモデルを持つ顧客のサポート

→ファイナンス以外にも、SU×中小企業のIT・DXサポートにも全店で注力

✓ VCなどのステークホルダーとのネットワーク構築

✓ 営業店＋本部セクションの二人三脚による顧客サポート＋ノウハウ蓄積

✓ 新株予約権ローン、マイルストーン型融資などのスキーム構築

Phase２ 2022-2025

SUサポート体制の構築、顧客対応機能のブラッシュアップ

✓ 2022年に政府より発出された「スタートアップ５か年計画」により、様々な分野

でのスタートアップ育成施策が本格化

✓ 当金庫も、SUサポート体制を強化・高度化すべく、以下の取組実施

2022/04：審査部門にて『SU専門審査ライン』を新設

2022/10：営業店サポート部隊として『スタートアップ支援室』を新設

2024/04：スタートアップ支援室を改組し、首都圏SU先を一元的に対応する

『スタートアップ営業部』を新設予定



スタートアップへのファイナンス実績
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FY19 FY20 FY21 FY22 FY23

約20.5倍

デットファイナンス残高推移 与信残高（2023年12月末、含融資枠）

約660億円

約550社

与信先数（2023年12月末）

取組開始以降、数多くのスタートアップへの資金供給を実施



スタートアップ営業部の新設（2024/4～）
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サステナブルなサポート体制を目指し、「スタートアップ営業部」を新設

現行体制

スタートアップ支援室

営業店

ＳＵ

（お客さま）

新体制（2024/4～）

スタートアップ営業部

✓ 専門チームであるSU営業部が一元的に顧客対応

＊2024年度以降、順次集約

＊首都圏以外については、個別にご相談

✓ VC、CVCなどの連携窓口もSU営業部に一元化

✓ メンバー・体制も大幅に増強、今後も順次拡大



主なサポート対象
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対象ステージ

シード アーリー ミドル レイター
ポスト

ＩＰＯ

対象業種 ※下記例に限らず、幅広くサポートしております

SaaS D2C AI ヘルスケア

ロボット モビリティ 宇宙 SDGs

従来の金融慣行にとらわれず、幅広いステージ・ビジネスモデルをサポートします



ソリューションメニューの全体像

Strictly Confidential 9

ファイナンス

サポート

新株予約権付融資

サステナブルファイナンス

シンジケートローン

メザニンローン

債権流動化

LBO/MBO

リース/割賦

本業

サポート

ビジネスマッチング

金利・為替リスクヘッジ

各種診断サービス

組合活性化

経営改善・再生支援

資本政策

サポート

M&A

事業承継/組織再編

資本政策コンサル紹介

主幹事証券/証券代行紹介

海外展開

サポート

貿易金融

海外現地法人貸出/親子ローン

スタンドバイLC

各種情報提供



スタートアップへの主なファイナンススキーム
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担保・保証に依存しない事業性評価を通じて、最適なスキームをご提案しています

新株予約権付ローン／タームローン

安定的な成長資金を調達したい

コミットメントライン／当座貸越

正常運転資金を手当てしたい

サステナブルファイナンス

ESGに配慮した資金調達をしたい

シンジケートローン

大口資金調達をしたい



ビジネスマッチング
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当金庫のもつ全国7万5,000社の中小企業ネットワークや大企業連携を活用したビジネスマッチング支援を提供します。

① スタートアップの販路拡大・サービス拡充と、中小企業のDX化・業務効率化等の経営課題解決を両立する『本業支援マッチング』

② 上場に向けた主幹事証券選定や証券代行選定などをサポートする『パートナーマッチング』

スタートアップ 中小企業

証券会社等提携先

営業店

◼支援体制イメージ

アライアンスグループ

スタートアップ支援室

⚫ 全国47都道府県

⚫ 約7万5,000社

⚫ 多種多様な業種
パートナー

マッチング

本業支援マッチング



留意事項
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• 本資料のスキーム・取引・サービス等の提供を貴社に約束するものではありません。例えば、ご融資の際には当金庫所定の審査があり、審査の結果ご希望

にそえない場合があります。

• 本資料は、貴社と弊金庫の間に何ら委任その他の契約関係が発生するものではなく、弊金庫が一切法的な義務・責任を負うものではありません。

• 本資料に含まれる提案を実行する場合、一定のリスク・手数料・諸費用等が発生する場合がありますので、予めご了承下さい。

• 本資料は信頼できると思われる情報に基づいて作成されていますが、弊金庫はその正確性・完全性を保証するものではありません。

• 本資料は作成時点または調査時点において入手可能な情報等に基づいて、弊金庫または執筆者の判断にて作成されたものです。

• 今後の見通し、予測、推計等は将来を保証するものではありません。今後予告なく変更される場合があります。

• 弊金庫は、本資料の論旨と一致しない他の資料を既に公表、あるいは今後公表する場合があります。




